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 本書は東京大学大学院総合文化研究科に提出した博士論文を修正し、また新たに 2 章を

追加したものである。テーマは 1950～70 年代初めのアメリカのフォード財団のアジアでの

活動、特に開発援助に焦点を当てた戦後開発史の研究である。 

 アメリカの民間財団に関する国際関係論の研究は少なく、日本においての活動は知られ

ていたが、本書で取り上げたインド、インドネシア、ビルマでの活動はほとんど注目を集め

て来なかった。しかしながら、国際開発の初期の段階におけるアメリカの民間財団の役割は

重要である。本書はフォード財団の本部に保存されている一次資料を網羅的に収集して、そ

れらを同時代のアメリカ＝アジア諸国関係の中で読み解くことを通して、フォード財団が

アメリカ政府と時には協力し、時には単独で国際開発をこれらのアジア諸国で強力に進め

ていったことを明らかにしている。 

 アメリカがほとんど単独で進めていった国際開発の初期段階において、開発戦略の上で

重要な点はそれが冷戦戦略とリンクしていたことである。フォード財団が力を入れたイン

ド、インドネシア、ビルマは非同盟運動の指導的な国々であり、アメリカとソ連の援助競争

となったこれらの地域が国際開発の主戦場であった。また、中国共産党が農村を支配するこ

とで国共内戦に勝利したことへの反省から、アメリカは農村開発に力を入れ、工業開発を主

張するソ連とは好対照であった。日本においても農地解放を推し進めたように、農村の貧困

に対処することが、共産主義の侵入やファシズム・軍国主義の再度の台頭を防ぎ、民主主義

陣営を守るための鍵だと考えていた。 

 アメリカがアジア地域の近代化を特に農村で進めようとしたとき、モデルとなったのは

国内のニューディール改革であった。開発の現場で主導権を持っていたのは、ニューディー

ラーと呼ばれる人々であり、大恐慌で荒れ果てたアメリカ農村の立て直しのために様々な

改革を行ってきた人々である。それはおのずとアメリカ的秩序の海外への輸出であり、ある

意味では押し付けでもあった。 

 フォード財団はアメリカ国内ではリベラル派と位置付けられる財団であり、ニューディ

ーラーもアメリカの政治文脈では左派の人々である。彼らがアジア諸国でカウンターパー

トとして選んだのは、日本では英米派のリベラルな人々であり、アジア諸国では民主的な社

会主義者であった。インドではネルー、ビルマではウ・ヌ、インドネシアではシャフリルの

社会党の人々であった。ここにはイデオロギーによる提携があり、フォード財団は強いイデ

オロギー性を持っていた。国際開発はアメリカではリベラル派の人々、アジア諸国では社会

民主主義的な人々の連携の上に始まったのである。 

 戦後はアメリカ帝国の時代であると言われるが、リベラルな帝国であり植民地を持たな

いアメリカが自国の望む自由民主主義的世界秩序を構築するときに、これら諸国の望まし

い社会秩序形成には、アメリカ国内でも研究や教育、また社会実験などで秩序形成に大きな



力を持つ大型の財団の役割は重要であった。フォード財団はリベラルな帝国アメリカが「自

らに似せて世界秩序を作り変えようとする」際の巨大なソーシャル・パワーであったのであ

る。 
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